








既に逆流防止手術を施行し,腎瘢痕を認めた逆流腎症(RN)と,膀胱尿管逆流(VUR)症例

に,DMSA による定量的腎シンチグラムを行った。RNおよび VUR症例とも,平均 12.3 ヵ月後

の DMSA 摂取率の平均値は,初期のそれに比し有意に低値を示した。RN のうち DMSA 摂取率

の高度低下例に,微量アルブミンの増加を認めた。自動画像解析システムによる尿細管の萎

縮の程度と,DMSA 摂取率との間に関連は認めなかった。 


